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深く考える子  思いやりのある子  強くたくましい子 令和５年３月２４日（金） 

卒業おめでとうございます 
本日、卒業証書授与式が行われ、６年生８名の子どもたちが西興部小学校を卒業しました。今年度

も、感染症対策を取りながらの式になりましたが、教職員・児童生徒は基本的にマスクを外して式に
臨むことができました。8 名の子どもたちの卒業を祝い、卒業生に伝えたメッセージ、式辞全文を
掲載させていただきます。 
 

西興部村立西興部小学校 第７６回 卒業証書授与式 式辞 
 
 日を追う毎に暖かさが増し、春の息吹が感じられ
る今日の良き日に、西興部村教育委員会教育委員 
松浦 隆子 様をはじめ、御来賓の方々、保護者の皆
様の御臨席を賜り、ここに卒業証書授与式を挙行で
きますことを深く喜び、心よりお礼と感謝を申し上
げます。 
 さて、本日西興部小学校を巣立っていく卒業生の
皆さん、ご卒業おめでとうございます。たくましく大
きく成長した皆さん一人ひとりが堂々と胸を張って
スピーチする姿が頼もしくもあり、誇らしくもあり、
私は自信をもって卒業証書を渡すことができました。 
 この春から中学生になる皆さんの卒業にあたり、
二つのことを伝えておきたいと思います。 
一つ目は、「行動する人になろう。」ということです。

皆さんも経験があると思いますが、多くの人は自分
の目標を決めて、その目標を達成するために、何をす
ればよいか考えます。しかし、実際にそれを行動に移
す人はとても少ないです。あるデータによると、本を
読んで、これはいいことだと思って行動できる人は、
たった２％しかいないそうです。この話を聞いて、
「みんなできないなら、自分ができないのも仕方が
ない。」と思ってしまうか、「数％しかいないなら、自
分がその数％の実行できる人になろう。」と考えるか
は、みなさん自身が決めることです。どんなに素敵な
目標を描いても、行動に移すことができなければ、何
も成し遂げることはできませんが、どんな小さなこ
とでも、実行できる人は、いつか大きな仕事を成し遂
げることができるかも知れません。みなさんには、い
いと思ったことを実行し、「行動できる２％」になっ
てほしいと思います。 
二つ目は、「感謝する人になろう」ということです。

皆さんは、「ありがとう」の反対言葉を知っているで
しょうか。「ありがとう」の反対は、「当たり前」です。
「ありがとう」を漢字で書くと「有り難い」となり、
「有るのが難しい、めったにない貴重なこと」という
意味になります。私たちは、目の前にある多くのもの
を「当たり前」と感じていますが、実は、電気を使っ
た生活も温かいお風呂や食事も「当たり前」ではなく、

災害や非常時などに失って初めてその「有り難み」を
知ることができます。３年前の春、コロナショックで、
学校の卒業式の「当たり前」がなくなりました。校長
先生から直接、卒業証書を渡すことができず、呼びか
けや歌はなくなり、見送る在校生の姿はなく、保護者
は遠くから会場を見守るだけ。そんな学校が日本中
にたくさんありました。あれから３年が経ち、今日の
卒業式は、ようやく以前のような「当たり前」の姿を
取り戻すことができました。しかし、これは「当たり
前」ではなく、とても「有り難い」ことなのです。見
送る在校生の歌や呼びかけも、温かく見守る地域や
保護者の皆さんの姿も、学校の「当たり前」が無くな
ったこの三年間、みんなで支え合い、学校生活を工夫
しながら困難を乗り越え、晴れの日を迎えた皆さん
自身も、どれも「有り難い」存在です。「親なんだか
ら当たり前」、「先生なんだから当たり前」、「友だちな
んだから当たり前」、「これぐらいしてもらって当た
り前」ではなく、どんな些細なことに対しても、感謝
の心をもって「有難う」と言える人になってください。 
以上の２つ、「行動する人になろう」、「感謝する人

になろう」を心のどこかに留め、中学校でも活躍して
ください。 
 保護者の皆様に一言申し上げます。お子様が本日、
立派に小学校を卒業されますことを、職員を代表し
まして心よりお祝い申し上げます。小学校卒業とい
う節目を迎えられ、これまでの苦労が大きな喜びに
かわっていることと存じます。この六年間、本校の教
育活動に格別のご理解とご協力を賜りましたことを
心より感謝申し上げ、これからもお子様が健やかに
たくましく成長されますようお祈り申し上げます。 
また、ご来賓の皆様にはご多用の中、ご臨席を賜り、

心よりお礼申し上げます。卒業生に対するこれまで
のご厚情と本校教育へのご支援に対して、改めて深
く感謝申し上げます。 
 最後になりますが、大きな夢と希望をもち、自身の
可能性を信じて歩みを進める卒業生の皆さんに輝か
しい未来がまっていることをお祈りして、式辞とい
たします。 



 

3月の異動で転出する職員・退職する職員をお知らせします 

 

◎ 教 頭 尾中 大聖 （遠軽町立白滝小学校へ） 

村営放送で「よろしくお願いいたします。」とご挨拶したのが、まるで昨日のことのよう

に感じる、あっという間の３年間でした。 

 この３年間は、新型コロナウイルスとの闘いの３年でもありました。休校や行事の中止な

ど残念な出来事が多い中でも、職員と力を合わせて頑張ってこられたのは、子どもたちの素

敵な笑顔に救われたからです。皆さんと直接会話をし、共に汗を流し、笑い合うという学校

本来の活動は十分にできませんでしたが、「子どもたちのために」という一心で、繋がりを

持てたことに誇りを感じています。 

「大変ですね。お疲れ様です。」温かい言葉を胸に、新任地でも子どもたちのために汗を

かきたいと思っています。地域・保護者の皆様、大変お世話になりました。 

 

◎ 教諭 岩本 和侑 （佐呂間町立浜佐呂間小学校へ） 

西興部小学校に赴任して早四年。本当にあっという間だったと感じています。教師とし

て至らない点も数多くあったとは思いますが、子ども達の人生のページに「こんな先生い

たなぁ」と良い思い出を少しでも残せたならば幸いです。素直で、元気で、何事にも一生

懸命な子どもたち、そして地域保護者の皆様の温かい支えによって、教員として多くのこ

とを学び、経験し、成長させていただくことができました。心から感謝いたします。 

また機会がありましたら、成長した子どもたちの姿をぜひ見に来たいと思います。西興

部小学校の子どもたちが元気に過ごし、健やかに成長していくことを心より願っておりま

す。今まで本当にありがとうございました。 

 

◎ 期限付教諭 尾中 しのぶ （退職） 

西興部村に住んでまだ 1 年ですが、温泉があり、森があり、スキー場やプールも無料で使

えるとても良い街でした。シカやウサギに驚かされながらも、自然の豊かさに心洗われた素

敵な毎日を送ることができました。 

西小学校の子ども達は優しさいっぱいで、とても楽しく働くことができました。お別れは

とても残念ですが、みなさんの 4月からの新しい出会いと成長を願っています。 

保護者の皆様、今まで多くの場面でご協力してくださり、本当にありがとうございました。 

 

◎ 事務職員 松﨑 祐樹 （北見市立中央小学校へ） 

西興部小学校に赴任してあっという間に４年が経ちました。最初こそ不安や悩みがありま

したが、素直で優しい西小の子どもたちと一緒に過ごしていると毎日たくさんの元気をもら

えました。 

また、日々すさまじいスピードで成長していく子どもたちの姿をみて、自分自身ももっと

頑張ろうと刺激をもらいました。 

私にとって西興部で過ごしたこの４年間は本当にかけがえのない思い出となりました。関

わっていただいた皆様のおかげだと感じます。本当にありがとうございました。西興部小学

校の子どもたちの更なる成長を心より願っております。 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


